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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜全体連絡＞
・2019年度医療福祉学会開催について

日程：2019年11月3日（日）

締め切り：PPT：10月18日（金）

提出場所：教育委員会→2019年度教育委員会→2019医療福祉学会

 　　　　　→PPT→各領域
・創立記念祝賀会
日時：2019年11月3日(日)　18：30～21：00　(受付開始18：00)
場所：八戸プラザホテル　本館2階
正職員は、夜勤者・遅Ｃ勤務者以外参加。当日、勤務で不参加の職員は、勤務表が掲示され次第、早急に不参加届を提出の事。勤務以外での不参加の職員は、10/11まで。
・看護学生実習について

　八戸学院短期大学： 10/25（金）

・OT実習について

　10/18（金）2名　蕨野・石田が対応する。

＜重要事項＞
・医療法に基づく立ち入り検査

10/25、八戸市保健所

・実地指導

10/29、青森県

立ち入り検査・実地指導に向けて書類等の確認を各自の担当利用者分に抜けが無いかチェックしていく。7月、8月分は早急に。9月10月分の期限は10/21（月）
【チェック項目】
⇒各担当利用者様分の疾患別診療計画書（10月分）、7月～10月の日報の誤字脱字チェック

⇒日誌の出席日と電子カルテの出席日の突合、利用日のDｒの診察の確認

デイケア　　　　　　　デイナイトケア　　　　　ショートケア

７月　鳥谷部　　　　　７月　石田　　　　　　　７月　藤田

８月　鳥谷部　　　　　８月　石田　　　　　　　８月　藤田

９月　馬場　　　　　　９月　蕨野　　　　　　　９月　藤田

１０　馬場　　　　　１０月　蕨野　　　　　　１０月　藤田

⇒日誌の誤字脱字の確認

デイケア　　　　　　デイナイトケア　　　　　ショートケア

７月　石田　　　　　７月　戸賀沢　　　　　　　７月　蕨野

８月　石田　　　　　８月　戸賀沢　　　　　　　８月　蕨野

９月　蕨野　　　　　９月　戸賀沢　　　　　　　９月　蕨野

１０　蕨野　　　　１０月　戸賀沢　　　　　　１０月　蕨野

＜研修案内＞
【薬剤耐性対策臨床セミナー】
日　時：10月　12日（土）14：00～17：00
場　所：地方職員共済組合　ラ・プラス青い森　２Fメープル
青森県青森市中央１-１１-１８ 
テーマ：AMR対策臨床セミナー
対　象：先着120名　参加費無料 
問い合わせ：個別申し込み又は佐藤AOM
＜各委員会から＞
・感染対策管理委員会より
　職員家族にインフルエンザ罹患の報告あり、利用者様に感染予防のため、うがい・手洗いの励行を促していく。白山台での感染情報もある為、スタッフも予防に努めること。

　10月～11月初旬でスタッフのインフルエンザ予防接種実施予定。利用者様は10/21～実施可能。費用は3300円。
・接遇向上・苦情対応委員会より

「利用者様満足度アンケート」を令和元年10月1日～10月31日で実施します。各部署ごとにアンケート用紙を配布しておりますので、ご協力をお願いします。

＜利用者様情報＞
デイケア
・山本　真智子様～本人より電話があり、本日のデイケアを欠席したいと話す。詳細を確認すると言葉は途切れ途切れだが、幻聴で落ち込みがあり、気持ちがズタズタと話している。来週の月曜日は母様と外出の為欠席すると言い、水曜日には来所するとの事。ゆっくり休むように助言し、終話している。本日は上記理由でデイケア欠席となる。
・笹目子　誠様　～父様より電話連絡があり、昨日参加した障害雇用合同面接会にて、面接を受けた企業から不採用の連絡を受けたとのこと。今後の就職活動について確認したいとのことで、就労継続支援施設や障害者雇用について説明している。就労継続支援施設の説明の際に特定相談員に興味があるとのことで青明舎を紹介、連絡先を伝え電話を終えている。上記内容について青明舎に情報提供している。
・鈴木　知子様　～12時頃に本人より電話があり、「入院をした方が良いのか」について質問がある。詳細を確認すると青明舎に不安や寂しさから連絡をした事に対し「入院した方が良い」と言われたとのこと。自身がどうしたいのかを確認すると「入院したくないです」と話している為、入院は自身の意思が必要であることや治療の必要性がない場合に入院にならないことを説明している。台風による停電が発生した場合どうすればよいかについても質問があり、対処について助言している。以後も不安や寂しい気持ちが納まらないと話しており、まずは自身のするべきことに集中し、考える時間を減らしてみるよう伝え電話を終えている。
・上川原　豊様　～食堂のシンク付近に杖を置いて歩き回っており、そのことについて特定利用者（曽我泰庸様）に指摘され、言い合いになっている。スタッフ介入し距離を離そうとした際に「死んでしまえ」と呟き、相手を怒らせている。スタッフ再度介入し落ち着いた際に振り返りを実施、眼光の鋭さや声高な様子はなくスタッフの話を落ち着いて聞くことは出来ている。以降相手と接触することは無くトラブルになることなく経過している。
・曽我　泰庸様　～食堂のシンク付近に杖を置いて歩き廻っている利用者（上川原豊様）にそのことを指摘、言い合いになっている。スタッフ介入し距離を離そうとした際に「死んでしまえ」と上川原様に言われ、「お前、死ねとはなんだ」と怒鳴り掴み掛ろうとしており、スタッフ介入し制止。距離を離し暫くすると落ち着いており、その後振り返りを実施、「俺は大丈夫だから」と笑顔で返答している。他利用者様が驚く等影響も出るため、何かあった際にはまずスタッフに相談して欲しいことを伝えると「わかった、今度からはやり方を変える」と返答、以降穏やかに過ごしている。
デイナイトケア
・大下　良悦様　～青風荘より情報提供あり。昨日、日課を行う際に定時より早く準備しており、また焦燥感や右瞼のぴくつきが見られていた様子。日課を終えると落ち着き、その後は普段同様に過ごしていたとのこと。本日はプログラムの途中退室はなく時間いっぱい行うことが出来ており、落ち着いて過ごすことが出来ている。
ショートケア
・特記事項無し。
＜外来患者様情報＞

・千葉 光広様～退院後初受診となっている。青山荘での生活訓練プログラムは、調理実習が楽しい、と話している。せんべい汁など作っていたという。夜間の睡眠は、数回トイレに起きているが、とれている。精神症状的にはこれまで同様に不自然な思考内容や行動もなく、安定している。鼻づまり症状があるという。後鼻漏の可能性があるが、点鼻薬処方する
・川村 享様～BW：70.6kg大丈夫です、と。特に変化なく落ち着いている。食事や睡眠とれている。引き続き経過観察。

